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               審   査   の   要   旨 
生態学において競争は古くかつ重要な概念であるとともに基本的な素過程である。植物集団にお
ける競争過程の理解は、個体の空間分布、集団におけるサイズ構造そして共存可能性の理解に重要
であるが、その定量的かつ解析的な研究は数少ない。本研究は、競争過程の基本的性質を仮定し数
理モデルを利用して、生成されうる個体の空間分布と個体サイズ構造との関係を調べた。その際、
「場」と「ネットワーク」という新しい視点を導入することにより、植物の集団現象を個体間競争
から説明することに成功している点は独創的である。2つの個体間だけを見れば競争過程は互いに成
長や生存を阻害する負の影響が目につくが、それらが集合して集団競争系としてみると、競争効果
の重ね合わせにより、大サイズ個体の近傍に小サイズ個体が生存可能な領域が形成されることを示
した点はきわめてオリジナリティの高い結果である。また、ファシリテーションは競争とは相容れ
ない概念として捉えがちであるが、競争系における間接的個体間相互作用を考慮に入れることによ
り、競争過程のみからでもファシリテーションを説明できることを示した点も高く評価されるとこ
ろである。 
平成27年6月1日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、
審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
